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「Do It Yourself !  業者を呼ばないネット

ワーク接続講座」では、自分たちでネット

ワークを作るためにはどうすればいいかに

ついて解説していく予定です。とはいえ、

さまざまなレギュレーションの関係から、

ライセンスがないと手を出せない部分も

あるわけですが、その部分はそれとして、

知識として知っておいたほうがいいと思

われることについても触れていきます。

自分の手でネットワークを作ることが必

要なのは、ごく一部の人たちだけでしょ

う。たとえば、ネットワークサービス・プ

ロバイダー（NSP）からインターネット接続

サービスを購入すれば、回線や回線との

接続機器についての知識はあまり必要あ

りません。また、会社や大学などの構内

のネットワークの構築も専門のシステムイ

ンテグレーターに工事まで依頼してしまえ

ば、見栄えよくやってもらえるでしょう。

それでも、自分の手を動かしてやらな

ければいけない場合がいくつか考えられ

ます。まず、インターネットに接続するの

に十分な費用をかけられないなどの理由

で、商用サービスを受けられない場合が

あります。また、ネットワークの構築につ

いても、コストの問題で自分たちの手で

やらなければならないということもあるで

しょう。

十分な費用があって満足できるだけの

サービスを購入できたとしても、中身に

ついて知っているほうがいいという主張

もあります。たとえば、障害が発生した

ときの対応も異なってくるでしょう。また、

ネットワークを構築するときにも、それな

りの費用をかければ情報コンセントなど

を使って見栄えのいいシステムを作るこ

ともできますが、ネットワークは、技術も

利用形態も日々変化していくものなの

で、今日は最適なシステムも、明日には

時代遅れになっていることも考えられま

す。こんなときに、少し手を加えること

で、大きく改善される可能性もあるわけ

で、そのためには人任せにするのではな

く、どのようになっているかを少しでも理

解していることが必要です。

また、インターネットに接続するときに

はNSPに任せればすみますが、組織の中

で離れた部署を接続する場合には、専用

線を借りたり、必要な機器をそろえたり

という一連の手続き（図1）も必要になり

ます。そんなときのために、この連載を

始めることになりました。

ただし、コンピュータネットワークの工

事自体には、特にライセンスを必要とし

ませんが、回線に関わる部分にさわるた

めにはさまざまな決まり事があり、接続

する機器にも工事を行う人間にも認定資

格が必要になることに注意しておいてく

ださい。

さて、連載の第1回目は回線について

説明します。

インターネットに接続するためにネット

ワークサービス・プロバイダーが提供し

ている最も基本的な接続サービスには、

大きく分けると、UUCP接続サービス、

ダイアルアップIPサービス、およびIP接

続サービスがあります。この連載では、

インターネットの環境を利用できることを

前提と考えて、専用線によるIP接続サー

ビスを対象とします。

Do It Yourself
[はじめに回線あり・・・]

第1回

業者を呼ばないネットワーク接続講座

石田慶樹
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AUIケーブル
LANとコンピュータを接続する代表的な
ケーブル。ネットワーク側は10Base5を
利用する場合が多い。

10BaseTのケーブル
カテゴリ3という規格をみたすツイストペ
アケーブル（より対線）で、HUB（ハブ）
とコンピュータを1対1に接続する。コネ
クタはRJ45。

10Base5とトランシーバ
一部見えているのが10Base5のケーブル
で、Thick Ehternetやイエローケーブル
とも呼ばれる同軸ケーブル。

10BaseT用のHUB
リピータの一種。各口に1台ずつコンピ
ュータを接続する。また多段にHUBを接
続することも可能。

10Base2のケーブルとコネクタ
細い同軸ケーブルを利用する。Th i n
Etherntとも呼ばれる。コネクタはT字型
で、直接コンピュータに接続する。右端
はターミネータ。

FDDIのケーブルとコネクタ
コンピュータのFDDIインターフェイスに
接続するもの。光ファイバを使う。コネ
クタは接続形態により多少形状が異な
る。

ATMのケーブルとコネクタ
話 題 の ATM（ Asynchrous Transfer
Mode）用のケーブルとコネクタ。ケーブ
ルは光ファイバを利用する。

10Base2とAUIのインターフェイス
左側は10Base2を接続するための口で、
右側はAUIを接続するための口。

FDDIインターフェイス
コンピュータをFDDIに接続するためにの
インターフェイス。100Mbpsの伝送速度
があり、主にバックボーンで利用される。

ATMインターフェイス
ATMはセルと呼ばれる一定の長さのデー
タを高速でスイッチし、156Mbpsの伝送
速度がある。

通常の電話回線と同じメタリック
ケーブル。モジュラの口が用意さ
れる

品質のよい2線式メタリックケー
ブル。DSUから先は4線式のバス
結合が可能になる。

Iインタフェース
ISDNと同じくメタリックケーブ
ル。DSUから先の接続はRJ45
(ISO IS 8877)を利用。

Iインタフェース
光ファイバーケーブル。DSUから先の
接続はRJ45(ISO IS 8877)を利用。

3.4KHz 専用回線

ISDN回線

高速デジタル回線
64Kbps～128Mbps

高速デジタル回線
192Kbps～1.5Mbps

ケーブル名　　　称 解　　　説 コネクタ

表1 主要ネットワークケーブルとコネクタ

●ネットワークで使われるケーブルとコネクタのいろいろ
専用線ではなく、LANなどで使うネットワークケーブルとコネクタ、ハブなどを一

挙掲載した。今回の記事では専用線を扱ったが、専用線を引き込んだあとは、こ

うした機材を使ってネットワークを構築することになる。 機材協力：デジタルテクノロジー株式会社／株式会社日立製作所
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回線の名義を共同にするかどうか

申し込む回線の種類

・高速デジタル回線
・64Kbps
・Iインターフェイス
・1回線
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回線工事 
DSU設置 

DSUを 
CSUと接続 

ルータと 
CSUの接続 

内部ネットワークと 
ルータの接続 

内部ネットワークの 
拡張 

ルータ手配 

CSU手配 内部ネットワーク整備 

回線速度についての説明では、経路情報についての考察を省

きました。実際、現時点においては64Kbpsの回線速度では

国内の経路情報すべてを流したら、顕著なトラフィックとなり

ます。ただし、この状況は近いうちに改善される見込みであ

り、またNSPからのIP接続サービスを買っているところでは、

このような状況を感じたことがないのではないかと思います。

q

w

使用するDSU、CSU
の型番と認定番号

e

建物内の主端子壁から先の工事をNTT工事にするかどうか。
各区分の意味は次のとおり

r

高速デジタル回線では記入不要

※高速デジタル伝送サービスでは
「スーパーデジタル回線チェックリスト」が別途必要

t

t

図1: ネットワーク接続までの手順と手配

図2: NTT専用線サービスの申込書の書き方

経路情報と回線速度

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET MAGAZINE No.1 127

NSPはそれぞれネットワークオペレーシ

ョンセンター（NOC）を用意しており、ユ

ーザーはそこまで何らかの方法で接続す

る必要があるわけですが、その接続には

第1種電気通信事業者（回線業者とも呼

ぶ）のお世話になる必要があります。専

用線とは、回線業者から文字どおり自分

専用に借りた回線のことです。NSPとIP

接続サービスの契約を結ぶと、専用線の

契約も基本的にはNSP側でやってくれま

すが、この専用線の選択も特に遠距離の

接続や高速では、コストの面で大きなウ

ェイトを占めることになります。

国内で最大の第1種電気通信事業者は

NTTですが、それ以外にも新規第1種電

気通信事業者（一般にNCCと略されてい

る）があり、NCCはさらに長距離系と地

域系に分けられます。長距離系には日本

テレコム、第二電々、および日本高速通

信があり、地域系NCCは各地域の電力

会社が中心となって作ったもので、予定

も含めると地域を分けて9社あります。

インターネットの接続に主に利用されてい

る高速デジタル専用線は、NTTおよび

NCCの各社ともサービスしており、回線

業者の選択はコストに直接跳ね返ってく

るのが現状です。どの回線業者を利用す

るかですが、近距離の接続の場合には

NTTか地域系のNCCのどちらかを選択

するしかありません。しかし、遠距離を

接続する場合にはさらに選択肢が増え

て、大雑把に分けても（1）全区間NTT

（2）中継回線に長距離系NCCで足回り

にNTT（3）中継回線に長距離系NCCで

足回りに地域系NCC、などの方法が考

えられます。

一般的にいって、NCCを選ぶほうがコ

ストを低く抑えられます。しかし、専用線

の設置場所と交換局との距離あるいは局

間の距離などの料金を算定する条件が異

なる場合も多く、このため、どの回線業

者を選択するのがいいかは状況によって

違ってきます。またNCC系のほうが、

NTTよりもサービス可能なエリアが狭い

ともいわれています。

純粋にユーザーから見ると、普段の使

い勝手には回線業者の違いによる差異は

ありません。むしろサービスエリアの範

囲や、営業、サービス面、運用保守面な

どに違いがあるようです。また、それぞれ

の業者は、ほぼ似たようなサービス品目

を用意していますが、微妙に異なる品目

も用意されていることもあるので、次に

述べる回線速度とあわせて注意深く選択

する必要があります。

インターネットでは選択した回線速度に

よって、実質的に使える機能が異なって

きます。当然ですが、速ければ速いほど、

高機能な通信ができるようになりますが、

一方でかかる費用も莫大になってきます。

経験的には回線速度と有効に利用できる

機能には、次のような相関関係がありま

す（ここでは経路制御などの管理に必要

なトラフィックは考慮に入れていない。詳

しくは注を参照）。

3.4KHzアナログ公衆回線

この品目の専用線はアナログ電話と同

じく、0.3KHzから3.4KHzの周波数帯域

（音声帯域）で伝送することが可能な回

線です。データ通信に利用するためには

モデムを用います。モデム間の速度は

14.4Kbps程度です。この専用線では、ほ

かにトラフィックがなければ、一人が

TELNETなどのインタラクティブな利用

をするのになんとか耐える程度で、電子

メールも大きな遅延がなく届く速度です。

64Kbps～

この項以降の回線はすべて信号をデジ

タル化して伝送しており、その伝送速度

によって回線品目が区分されます。

64Kbpsだと、実際に64Kbpsの伝送速度

が得られることになります。従来のテキ

Do It Yourself

回線業者の選択 回線速度

回線には、ダイアルアップ回線
（間欠リンク）と専用線の２つがあ
ります。このうちダイアルアップ回
線には、いわゆる普通の電話に利
用されている公衆回線網とISDN回
線網があります。公衆回線はモデム
を介して、またISDNではISDNタ
ーミナルアダプタを介してコンピュ
ータに接続します。それぞれの回線
で、伝送速度は機器や条件などに
より異なりますが、非同期では
ISDN回線と公衆回線のいずれも
38.4Kbpsが一般的になっています。
またISDNでは、同期を利用するこ

とで64Kbps、もしくは2回線同時
の利用で128Kbpsまで利用できる
機器もあります。
64Kbpsの通信速度が必要だと

したときに、専用線とISDNのどち
らにするか迷うことになります。
NTTのカタログによると、考えるべ
き要素は距離と使用時間というこ
とになっており、目安として10時間
以上使う場合には専用線のほうが
安くなっているようです。一日8時
間使用で週 5日だとすると、一見
ISDNが得なような気がします。
実のところインターネットに限った

話では、通信は自分から発信するだ
けでなくて、世界中からの情報を
受け取っているのです。このため、時
間を問わないで通信が発生します。
また、ネットワーク管理のための

情報交換も少なくありません。最
近でこそ、これを考慮したルータな
どが登場して問題はなくなりました
が、数年前だとブロードキャストパ
ケットが出ているのに気付かず、請
求書がきてから慌てることもありま
した。また、当時は機器の安定性
も悪く、発呼するたびに接続が切
られ、一晩で数万円が飛ぶことも

あったのです。
つまり、ダイアルアップ回線の料

金は何かの拍子で青天井になり、
専用線の額を超えてしまいます。で
すから、ISDNを利用する場合は細
心の注意を払った管理ができる組
織におすすめしたいところです。個
人的には、普通の会社では無理で
はないかと思っています。ISDNは、
むしろ個人での利用や一時的なバ
ックアップ、または臨時的な利用に
向いているのではないでしょうか。

ダイアルアップ回線と専用線、どっちが得？

業者を呼ばないネットワーク接続講座
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15kmまでのもの 
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距 離 区 分  

おなじみの 
デバイスの速度 

品 目  64K 
bps

128K 
bps

PC/ATの 
シリアル 

192K 
bps

マッキントッシュの 
LocalTalk

256K 
bps

384K 
bps

3.5インチMO1枚をバイク便 
で送った場合（60分～30分） 

512K 
bps

768K 
bps

1M 
bps

 

1.5M 
bps

 
イーサネット 

3M 
bps

倍速CD-ROMの 
読み込み速度 

4.5M 
bps

6M 
bps 
 

遅いハード 
ディスク 

ストベースの通信を行うIP接続であれば、

これが最低限必要な速度です。ただファ

イル転送（FTP）が複数行われると、イン

タラクティブな利用に若干苦痛を感じる

ことがあります。

192Kbps～

文字ベースの通信であれば、十分に満

足できる速度です。またファイル転送が

複数あってもインタラクティブな利用はそ

れほど邪魔されません。

512Kbps～

文字以外に音声などの通信を行うため

に必要となる速度で、音声を伝送する方

式にも依存しますが、この程度の速度が

あれば音声が通っていても、ほかの利用

にはさほど大きく影響を与えません。

～1.5Mbps

速度が1.5Mbpsの回線は通常「T1（テ

ィー・ワン）」と呼びます。専用線で

1.5Mbpsあると実質的にイーサネットと同

程度の性能があり、イーサネット上のマ

シンと同程度の反応速度が得られます。

この回線速度では反応速度の向上よりも

大量のトラフィックに対しての頑健性が増

すようです。

1.5Mbps～

T1を超える回線速度では、逆にローカ

■高速デジタル伝送サービス

NTTとTTNetの専用線利用料金（基本回線使用料） ［単位：千円］

これ以外の回線終端装置（DSU）、回線接続装置（CSU）の利用料金は、NTTと同額。
※ *の200km、220kmについては、NTTにはない距離区分。
※上記金額には消費税は含まれていない。
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ルなネットワークに接続するためのインタ

ーフェイスが問題になり、イーサネット以

上に高速なインターフェイスが必要になり

ます。音声や画像などのマルチメディア

通信には、この速度より高速な回線が必

要とされていますが、他の部分にボトル

ネックが発生する可能性もあります。

このように、マルチメディア的な利用で

はともかく、普通にインターネットで「暮

らしていく」ためには、最低でも64Kbps

以上の回線速度が欲しいところです。あ

とは、予算との兼ね合いということにな

るのでしょう。ただ、今はやりのWWWの

ようなイメージ情報の多いものは、64Kbps

ではなかなかつらいものがあります。

ネットワークの性能とはあまり関係ない

のですが、高速デジタル専用線ではユー

ザーと網（もう）のインターフェイスに、Y

インターフェイスとIインターフェイスの2

種類があり、必要な機器に違いがありま

す。Yインターフェイスは、NTT仕様のイ

ンターフェイスで1984年からサービスが

行われていたものです。一方のIインター

フェイスは、1988年に社団法人電信電話

技術委員会（TTC, The Telecommuni-

cation Technology Committee）によって

標準化されたインターフェイスです。数年

前まではYインターフェイスが主流でした

が、最近ではIインターフェイスが主流と

なっています。

通常はYとIのいずれのインターフェイ

スでも、128Kbpsまではメタリックケーブ

ルで、192Kbps以上は光ファイバーケー

ブルとなります。そのために、128Kbps以

下と192Kbps以上の回線速度では、機器

が異なることが常識となっています。この

ことも、回線速度の選択や増強のときに

無視できない要因です。なお、事業者に

よっては64Kbpsと128Kbpにおいても光

ケーブルを用いることがあります。

また、YインターフェイスとIインターフ

ェイスでは、サービスされている品目つ

まり回線速度の品揃えに違いがあり、I

インターフェイスのほうが回線速度の種

類が豊富です。新たに設置するところで

は迷わずにIインターフェイスを選択する

ほうがいいでしょう。

今回は、専用線の説明だけで終わって

しまいました。これで、回線速度と種別

のメドはついたということにして、回線業

者に契約を申し込みます（図2）。実際に

工事が行われるまでには、申し込みをし

てから、通常1か月～3か月かかります。

次回は、回線業者による工事の実際と、

回線業者が設置するDSUについて説明

する予定です。
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インターフェイスの種別

■アナログ伝送サービス／一般デジタル伝送サービス ［単位：千円］

これ以外の回線終端装
置（DSU）、回線接続
装置（CSU）の利用料
金が必要。
※ *印の50km、90km、
10 0 km、14 0 km、
16 0 km、18 0 km、
200km、220kmにつ
いては、NTTにはな
い距離区分。

※上記金額には消費税
は含まれていない。
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